































































































































































































































































































































































































　それから、ADA、つまり「The Americans with 
Disabilities Act」、アメリカの障害者のための法律
があるんですが、こういうものがあるためにアメ
リカではいろんな技術が進んでいますし、テイ
カーさんの鉛筆代まで大学が払ってくれたりする
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ということです。
　その中でカート（CART）というのがあって、
これは速記用タイプライターです。少ないキース
トローク、キーを押すのが少なくても多くの文字
を表す。１つのキーに塊の文字が入っているよう
なものです。裁判所の速記なんかで使われ始めた
ものだそうです。速記用タイプライターです。
　ソフトにもシープリント（C-Print）とかタイプ
ウェル（Type well）というのがありまして、途中
まで打つと、あ、この単語だなと分かってパッと
出てくる、こういうソフトもアメリカでは開発さ
れています。
　それから、オンラインカウンセリングというの
があって、本当のカウンセリングであったり、授
業で分からないところを教員が教えるというのも
Skypeを使ったり、テレビ電話を使ったり、ある
いはメールやチャットみたいなかたちで行われた
りすることも今後はできるんじゃないかなという
ことで、そういうものも含めた英語教育ソフトの
開発を科研でやりました。
　最後に、さらに進んで、ろう者にとっては実は
情報保障は最後の手段だというふうにろう者の大
学の先生とか、博士のような方が結構いるんです
けど、そういう方に言われました。最後の手段で
ある、情報保障が先行しているということは大変
悲しいと言われました。手話での教育を目指さな
ければいけない。障害者の権利条約でも、ろう者
は手話で教育を受けられるようにするべきだ。母
語で教育を受ける権利があるというふうにはっき
りと書かれています。
　また、ろう者というのは自分だけろう者に生ま
れる人が90％ですので、親は聴者、つまり聞こえ
る人なんです。母語となるべき手話すら覚える
チャンスがないというのが問題で、ろう児に手話
を教えるべきであるということも障害者の権利条
約にははっきりと書いてありますが、日本ではま
だそこまでいっていません。アジアでは韓国が一
番進んでいるそうです。カンボジアでさえ可決し
たそうですから、時間の問題だろうというふうに
思うんですが。
　そうすると、今までのは何だったのかというこ
とですが、こういう問題も踏まえておく必要が一
つあるのと、もう一つは中途失聴であるとか、難
聴の人には日本手話というものよりも、音声言語
の日本語のほうが、ずっと親しみがあって楽であ
るという人もいるわけです。今まで本学に入って
きた聴覚障害者は、日本手話者ではありません。
　ですから、これは２つに分けないといけないん
です。言語学者から見ると日本語対応手話がいい
という人、あるいはノートテイクをしてくれれば
分かるとか、そういう人と、日本手話を母語とす
る人は外国人なんです。聞こえる人と、日本語対
応手話なんかがいいという聴覚障害者は、言語学
者から見ると言語的には１民俗なんです。日本手
話者というのは別の民俗なんです。民俗というか、
母語とする人々の集団です。
　聴覚障害があるということで分けると、この日
本語対応手話や難聴の人はこっちにくっつけちゃ
うんですが、これは極めて医療的、福祉的な考え
方で、言語学者から見ると間違っているというこ
となんです。
　それを欧米では分かってきて、この障害者の権
利条約も、ろう者で手話を母語とする人の権利と
いうのは分けて書いてあって、必ずしもインテグ
レーションがよいわけではない。ろう学校を守っ
てやれというふうにいわれているのですが、その
あたりを、まず気づいて、やっていかないといけ
ないのかなというふうに思います。というわけで、
終わります。
（一同、拍手）
司会：斉藤先生、ありがとうございます。ここで
フロアーのほうから何かご質問を。それから、も
う少しこの辺を聞いてみたいというご質問があれ
ばお願いします。お名前から。
Ａ氏：博士前期過程のＡと申します。きょうはご
報告をありがとうございました。大変興味深く伺
わせていただいたんですが、１つ質問というか、
こういう点はどうなんでしょうかということにつ
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いてなんですが、先生の今のスライドの中で「授
業のユニバーサルデザイン」という言葉が使われ
ていたんですが、もう少しそれを進めて「教育の
ユニバーサルデザイン」というふうな観点からの
質問なんですが、特にこういう福祉系の大学なん
かですと実技を伴う授業とか、あるいは実習とか
というのが出てくると思うんです。このような実
技とか、実習というふうな観点について、このユ
ニバーサルデザイン、またはバリアフリーでもい
いのかも分からないんですが、これは実際のとこ
ろ本学の場合でもいいんですけど、どうなのかな
というあたりのこと。
　それから、もう１点、これは斉藤先生への質問
ではないのかも分からないんですが、きょうは聴
覚障害の人を中心とした情報保障という話だった
んですが、情報保障という観点から見ると視覚障
害の学生さんというふうな方に対する情報保障と
いうことも、「教育のユニバーサルデザイン」と
いうことを考えたときに、非常に重要な観点では
ないかと思うんですが、この聴覚障害以外のいろ
いろな支援を必要とする、あるいは支援が必要だ
と思っている学生に対するユニバーサルデザイン
的な取り組みが、この社事大の場合、あるいは日
本全国での今の場合はどうなんですか。この２点
について現状の取り組みとか、先生のお考えをお
聞かせいただければありがたいと思うんですが、
よろしくお願いします。
斉藤：省略をしましたら、非常に鋭いところを
言っていただいたんですが、ウィー（Wii）とか、
任天堂の、あのポータブルのありますね、小さい
ゲーム。これを実習に使うという試みがなされて
います。実習なんかのときに持ち歩けるので、そ
こに飛ばすというソフトもできています。
　ただ、打つ人もなかなか大変ですので。でも、
要するに持ち歩ける、動きながら実習でも使える
機械も既に検討されています。ぜひ言おうと思っ
ていたのに忘れました。ご質問を、ありがとうご
ざいます。
　それからユニバーサルという意味で、さっき最
後に言った部分なんですけれども、聞こえない人
を一くくりにしてはいけない、言語学的にはいけ
ないのだというのと同じで、「ろう」と言うと、
すぐ「盲」が出てくると、これも非常に福祉の落
とし穴だなとわたしは思います。
　それは、まったく別のことでありまして、見え
ない方には、見えない方の情報保障というのは
まったく別にあって、これもわたしは実は興味は
ありますし、英語教育ソフトはあまり言いたくな
かったんですが、視覚障害と聴覚障害が一度に学
べるソフトを昨年度作りました。
　ただ、そういうことを言うと、視覚障害と聴覚
障害を対にされるのが、すごくろう者は怒るので。
見えない人も怒るんです。全然違うのになぜまと
めるのかと。それは聴者目線だと、あるいは晴眼
者目線だと。全然違う、両極なのにというふうに
言われるわけです。
　最後のところでちょっと書いておりましたが、
先週、東大で「教育のバリアフリー、そしてバリ
アフリーの教育」というシンポジウムがありまし
て行ってきたんですけれども、時間があれば話そ
うと思って省略しちゃったんですけれども、そう
いうバリアフリーの授業をするということになる
ならば、例えば発達障害の人もいるわけです。
　東大の先端研というところがありますが、そこ
では発達障害の子供、例えばラーニング・ディス
アビリティ（Learning Disabilities）、つまり学習障
害の方とかの情報を、とにかく自分でバッと打ち
込むと論理的に分けてくれるとか、そういうソフ
トまでつくられているんです。その補助があれば
大学に行けるという人もいるわけです。
　ですからノートテイク、手話通訳、そして点字・
点訳があればユニバーサルデザインかというと全
然違っていて、本当にいろいろあるということな
んです。だから、その場にいる人の個別のニーズ
に、それぞれに応えられるような技術やノウハウ
を蓄積しておいて、パッと出せるようにしなくて
はいけないし、本当の意味で、ある１人の先生が
いつでもユニバーサルデザインの授業をやるとい
うことが、現実的かどうかは大いに疑問があると
ころです。
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　また、点字なんていうのも今は点訳ソフトも
あったりしますけれども、若い世代には全盲の人
の、10人に１人しか点字は分からないという状況
になっていますし、そんなに簡単ではないわけで
す。ある意味、視覚障害と聴覚障害は、一番一緒
に授業を受けにくいと思います。
　本当のユニバーサルデザインを目指してという
ことはありますが、例えば色弱の人もいるんで
す。色弱だとほかの人が色分けしてあるグラフが
全然分からないとか、そういう問題もあったりし
て、本当は、まだまだユニバーサルデザインとい
うのは到達が遠いのですが、でも、やっていらっ
しゃる先生がいて、その方は当事者なんですが色
弱の方で、ここの部分を避ければくっきり違いが
分かるというようなのを作ってしまおうというこ
とで、この色のチャートとかをやっている先生も
出てきました。
　だから、そういうのがセットになっているんで
す。ユニバーサルデザインの教材を作るソフト
が、そのうちできるかもしれないというふうに私
は思っております。ユニバーサルデザインという
ものがありますという意味ではないので、まだま
だですね。聴覚障害だけでも、こんなにまだまだ。
音声認識ソフトでさえ長い道のりがまだあるわけ
ですから。よろしいでしょうか。すみません。
Ａ氏：ありがとうございました。
司会：ありがとうございました。ではもう１つ、
もう１人よろしいですか。
Ｂ氏：どうもありがとうございました。もしよろ
しければ、今は小中学校とか、義務教育みたいな
部分では、どのぐらい日本ではそのことがやられ
ているのか、あるいはやられていないのか、もし
簡単に。
斉藤：聴覚障害者でよろしいですか。
Ｂ氏：はい。
斉藤：聴覚障害者の情報保障という意味ですが、
また話せば長いんですが、地方自治体によっては
難聴やろうの子供に補助を付けるということで、
横で図にしたり字にしたりという人を付けて、補
助を付けてやっているというのがありますし、ろ
う学校に入れるという親もいます。本当に教育は
いろいろ問題がありまして、ろう学校に行くと口
話教育ばかりされるので、勉強がどんどん遅れる
というので、やめて、普通の中学に行かせる親も
たくさんいます。
　逆に、ろう学校はレベルが低いらしいから普通
のところに行きなさいといって行かせて、補助を
付けながら、でも結局、周り中誰も言葉が通じな
いので心の病になってしまって、ろう学校に移る
という方もあります。
　今、一番ニュースになっているのは、品川区に
ある日本手話で最初から教育をしようという明晴
学園というのがあります。これはもう幼稚部から、
例えば放っておけば日本語対応手話をやるような
環境の子供にも、先に日本手話を教えてしまおう
といことで、３、４歳から日本手話を教えていま
す。
　この間も行ってきましたけれども、わたしたち
よりもずっと小さい４歳ぐらいの子がもう流ちょ
うな手話ですね。自然言語になってしまえば、実
は３、４歳の子の言語能力と、われわれの言語能
力は語彙数が違うだけで、言語学的にはあまり違
わないんです。そういう意味ではもうあっという
間にうまくなる。理想的なんです。小さいころに
日本手話を入れてしまって、授業は全部ろう者、
先生もろう者、子供もろう者で日本手話だけでや
るというふうに。国語は外国語として徹底的に読
み書きを使って文法を教えると、こういうふうに。
スウェーデンなんかはそうなんですけれども、そ
れがやっと東京都で１校できました。よろしいで
しょうか。
司会：大変興味がある内容ですが、詳しい内容は
また。皆さん方のご質問、あるいはご意見はたく
さんあると思うんですけれども、進行の関係で大
変申し訳ございません、ここで終わらせていただ
きまして、次にいきます。斉藤先生、どうもあり
がとうございました。
（一同、拍手）
